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我
が
国
の
人
口
減
少
、
と
り
わ
け
若

年
層
の
人
口
減
少
は
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。
18
歳
人
口
は
、
１
９
９
２

（
平
成
4
）
年
の
２
０
５
万
人
を
ピ
ー

ク
に
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
は

約
１
１
８
万
人
と
な
り
、
14
年
後
の

２
０
３
２
年
に
は
１
０
０
万
人
を
割
り

込
み
約
98
万
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
近
い
将
来
で
は
な
く
、
既
に
現

在
進
行
形
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
、

大
学
運
営
に
も
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。

　
本
学
は
、
こ
の
脅
威
に
抗
し
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
11 

月
、柏
崎
市
に
対
し
、

柏
崎
市
を
設
置
者
と
す
る
「
新
潟
産
業

大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
」

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の

株
式
会
社
ウ
ィ
ザ
ス
と
の
業
務
提
携
に
つ
い
て

学
長 

　
星
　
野
　
三
喜
夫

　

提
携
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

ウ
ィ
ザ
ス
社
と
学
校
法
人
柏
専
学
院

は
、
相
通
じ
る
理
念
、
す
な
わ
ち
ウ

イ
ザ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン

「〝
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
〟
を

実
現
で
き
る
最
高
の
教
育
機
関
を
め
ざ

す
」
と
新
潟
産
業
大
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「
地
域
社
会
や
企
業

を
主
体
的
に
力
強
く
支
え
る
人
材
の
育

成
」
を
、
互
い
に
確
認
し
ま
し
た
。
人

の
成
長
に
か
か
わ
る
人
間
第
一
、
学
生

第
一
、
そ
し
て
社
会
で
活
躍
し
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
両
者
は
教

育
機
関
と
し
て
高
い
親
和
性
が
あ
る
こ

と
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
、
ウ
ィ
ザ
ス
社
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
や
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

は
じ
め
と
し
て
、
両
者
が
こ
れ
ま
で

培
っ
た
教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
、
教
育
人
材
、

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
経
営
資
源
を
活

特　集

か
し
て
、
新
た
な
教
育
機
会
の
提
供

等
を
目
指
す
こ
と
を
提
携
の
柱
と
し
、

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
8
月
29
日
に

業
務
提
携
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
大
学
と
高
校
の
従
来
に

な
い
連
携
、社
会
人・シ
ニ
ア
層
の
「
学

び
直
し
」
の
機
会
と
し
て
の
遠
隔
教
育

の
創
出
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求

め
ら
れ
る
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
提
供
を
軸
に

本
提
携
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
業
務
提
携
の
基
本
戦
略
の
主
な
項

目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

⑴
ウ
ィ
ザ
ス
グ
ル
ー
プ
（
ウ
ィ
ザ
ス
社

が
設
置
・
運
営
す
る
第
一
学
院
高

校
、
日
本
語
学
校
等
）
か
ら
の
入
学

者
確
保

　
ウ
ィ
ザ
ス
社
が
設
置
・
運
営
す
る
第

一
学
院
高
等
学
校
は
、
茨
城
県
の
高
萩

市
、
兵
庫
県
の
養
父
市
に
所
在
し
、
全

国
に
50
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
、
そ
こ
に

約
５
０
０
０
～
６
０
０
0
人
の
生
徒
が

学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
高
校
か
ら
、
新

潟
産
業
大
学
へ
の
入
学
促
進
を
図
り
ま

す
。

⑵
コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
等
に
よ
る
魅
力
化

を
通
じ
た
学
生
確
保
力
の
強
化

　
こ
れ
は
主
に
新
潟
産
業
大
学
、
第
一

学
院
高
等
学
校
の
両
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
更
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
魅
力
化
を
は
か
っ
て
い
こ
う
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
新
潟
産
業
大
学
は
、

地
域
活
性
化
事
業
、
生
涯
学
習
事
業
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
地
域
連
携
・

地
域
貢
献
を
大
学
の
重
要
な
責
務
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
方
、
第
一
学
院
高
等

学
校
で
も
、
地
域
全
体
を
「
学
校
」
と

捉
え
た
教
育
、こ
れ
を「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

共
育
」
と
呼
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

知
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
時
代
に
即

応
し
た
通
信
課
程
の
開
設
を
目
指
し
ま

す
。
そ
れ
は
新
潟
産
業
大
学
附
属
高
等

学
校
へ
の
広
域
通
信
課
程
設
置
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

　
新
潟
産
業
大
学
は
、
１
９
４
７
（
昭

和
22
）
年
の
開
学
以
来
、
1
万
人
以
上

の
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
「
社
会
に

貢
献
す
る
人
間
の
育
成
」
は
、
大
学
と

地
域
社
会
と
の
約
束
で
す
。
こ
れ
か

ら
、
ウ
ィ
ザ
ス
社
と
の
提
携
を
基
に
新

潟
産
業
大
学
は
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

後
、
柏
崎
市
行
政
と
本
学
に
よ
る
「
大

学
魅
力
向
上
検
討
会
議
」
の
設
置
、「
新

潟
産
業
大
学
公
立
大
学
法
人
化
可
能
性

調
査
」、
な
ど
を
経
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
2
月
最
終
的

に
柏
崎
市
は
、
新
潟
産
業
大
学
の
公
立

大
学
法
人
化
は
で
き
な
い
旨
の
判
断
を

下
し
ま
し
た
。

　
公
立
大
学
法
人
化
の
道
が
途
絶
え
た

以
上
、
私
ど
も
は
、
新
潟
産
業
大
学
の

教
育
研
究
活
動
を
理
解
し
、
共
に
教
育

事
業
を
行
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
ま

し
た
。そ
れ
が
株
式
会
社
ウ
ィ
ザ
ス（
以

下
「
ウ
ィ
ザ
ス
社
」）
で
す
。
ウ
ィ
ザ

ス
社
は
、
第
一
学
院
高
等
学
校
の
運
営

や
第
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
の
学
習
塾
事
業

な
ど
を
展
開
す
る
総
合
教
育
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
す
、
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業

で
す
。

じ
め
と
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で

人
間
形
成
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
更
な
る
「
魅
力
化
」
を
図
り

ま
す
。

⑶
新
潟
産
業
大
学
へ
の
通
信
課
程
設
置

に
よ
る
学
生
確
保
エ
リ
ア
と
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
拡
大

  

新
潟
産
業
大
学
に
通
信
課
程
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学
生
の
年
齢
層

を
社
会
人
層
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
拡

げ
、
そ
の
地
域
も
日
本
全
国
を
対
象
に

で
き
ま
す
。
日
本
の
18
歳
人
口
が
激
減

す
る
中
、
今
ま
で
と
同
じ
教
育
機
会
の

提
供
で
は
、
入
学
者
の
獲
得
は
困
難
を

極
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
は
、
通

信
制
の
第
一
学
院
高
等
学
校
を
14
年
に

わ
た
り
運
営
し
て
き
た
ウ
ィ
ザ
ス
社
の

兵庫県養父市にある「第一学院高等学校 養父本校」

平成30年8月29日 株式会社ウィザス(左：井尻芳晃常務取締役)と学校法人柏専学院(右：梅比良眞史理事長)との提携調印式

茨城県高萩市にある「第一学院高等学校 高萩本校」

フットサル大会の様子

自習時間

オーストラリア短期留学 授業の様子

ボランティア活動の様子

授業の様子

　
学
校
法
人
柏
専
学
院(

新
潟
産
業
大
学)

は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
8
月
、
株
式
会
社
ウ
ィ
ザ
ス
と
業
務
提
携
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
提
携
内
容
に

つ
い
て
、
星
野
三
喜
夫
学
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
同
社
が
設
置
・
運
営
す
る
第
一
学
院
高
等
学
校
の
様
子
を
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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C A M P U S  T O P I C S

新潟産業大学のできごと

　
本
学
「
柏
崎
研
究
所
」
は
、
平
成

30
年
10
月
7
日
（
日
）
柏
崎
エ
ネ
ル

ギ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
2
回
柏

崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
霊
峰 

米
山

を
知
る
ー
地
質
・
植
物
・
民
俗
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
柏
崎
市
民
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い

る
「
霊
峰 

米
山
」
は
、
そ
の
雄
大

で
優
美
な
姿
か
ら
多
く
の
人
々
を
魅

了
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
や

漁
業
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
に
も
深

く
根
を
下
ろ
し
て
、
宗
教
的
・
精
神

的
な
拠
り
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
質
・
植
物
・
民
俗
の

各
方
面
で
ご
活
躍
の
方
々
を
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、
3
つ
の
視
点

か
ら
そ
の
価
値
を
解
き
明
か
す
と
共

に
、
米
山
の
魅
力
を
さ
ら
に
深
め
、

今
日
的
な
課
題
で
あ
る
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
探

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

地
質
学
の
分
野
で
は
米

山
団
体
研
究
会
の
徳
間
正

一
氏
が
、
米
山
地
域
が
主

に
６
つ
の
地
層
か
ら
で
き

て
お
り
、
海
底
火
山
の
終

息
後
、
米
山
山
塊
の
隆
起

運
動
が
本
格
化
し
て
現
在

の
米
山
が
形
成
さ
れ
た
と

報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
市

内
で
見
ら
れ
る
地
層
の
褶

曲
や
、
礫
岩
・
斑
れ
い
岩

な
ど
の
写
真
を
示
し
な
が

ら
分
か
り
易
く
解
説
し
ま

し
た
。

植
物
学
の
分
野
で
は
柏

崎
植
物
研
究
会
の
田
辺
喜

彬
氏
が
、
米
山
は
場
所
に

よ
っ
て
生
植
す
る
植
物
が
異
な
る
こ

と
や
米
山
の
頂
上
や
尾
根
、
河
岸
な

ど
に
生
植
す
る
ブ
ナ
群
落
や
ナ
ラ
群

落
な
ど
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
写
真

を
示
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　
民
俗
学
の
分
野
で
は
市
立
博
物
館

学
芸
員
の
渡
辺
三
四
一
氏
が
、「
仰

ぐ
・
祈
る
・
登
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
米
山
を
漁
師
の
漁
場
・
航
海
指
標

と
し
て
の
「
山
ア
テ
」
に
見
て
い
た

こ
と
や
薬
師
信
仰
（
ト
ウ
キ
）、
作

神
信
仰
（
米
山
講
、
米
山
塔
）、
海

民
信
仰
（
龍
灯
・
常
夜
灯
伝
説
）
と

し
て
様
々
な
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い

第
30
回 

紅
葉
祭
を
開
催

第
２
回 

柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

た
山
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

山
岳
修
験
や
成
年
式
の
山
と

し
て
登
ら
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
で

は
、
本
学
の
梅
澤
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
報
告

に
対
す
る
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の

質
問
を
受
け
た
り
、
米
山
を

活
か
し
た
柏
崎
の
活
性
化
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
台
風
が
新
潟
県
を

直
撃
す
る
予
報
の
な
か
で
来

場
者
が
少
な
い
の
で
は
と
心

配
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
約

１
０
０
名
の
方
々
か
ら
ご
参

加
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

　

10
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰
の
2
日

間
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
第
30
回

学
園
祭
「
紅
葉
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
～
互
恵
～
助

け
合
い
の
輪
を
創
り
恵
み
の
あ
る
学

園
祭
」。
こ
れ
は
、
助
け
合
い
の
輪

を
創
り
、
恵
み
の
あ
る
学
園
祭
に
し

よ
う
と
い
う
考
え
を
表
現
し
た
も
の

で
す
。

　
初
日
は
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
、

三
浦
義
人
学
生
行
事
実
行
委
員
長
の

開
会
宣
言
の
あ
と
、
体
育
館
の
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
小
中
高
生
が
元
気
一

杯
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
音

楽
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
軽
音
部
の
演
奏
、

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。Ａ
号
館
大
教
室
で
は
、

父
母
の
会
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
、

「
我
が
子
の
成
長
と
親
の
か
か
わ
り
」

を
テ
ー
マ
に
上
級
教
育
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
横
澤
富
士
子
さ
ん
（
お
笑
い

芸
人 

横
澤
夏
子
さ
ん
の
母
親
）
が

講
演
し
ま
し
た
。
聴
講
さ
れ
た
方
々

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

屋
外
の
多
目
的
広
場
で
は
、
モ
ン
ゴ

ル
相
撲
大
会
と
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ラ
ブ
ダ
ン
ス
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
で

は
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
3
号
、
ま
と
ば

ゆ
う
の
両
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
に
よ

る
漫
才
、
民
族
文
化
発
表
会
で
は

本
学
留
学
生
の
歌
唱
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
軽
音
部
の
ラ
イ
ブ

と
ダ
ン
ス
部
の
発
表
で

は
初
日
に
続
き
、
熱
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
留
学

生
に
よ
る
「
私
の
主
張

in
産
大
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
学
園
祭

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ

て
、
本
学
卒
業
生
で
プ

ロ
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
、
松
井
ま
さ

み
ち
さ
ん
（
１
９
９
９

年
卒
）
が
ラ
イ
ブ
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
ラ
イ
ブ
で
松
井
さ
ん
は
、
新
潟

産
業
大
学
公
式
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

「N
.S.U

」
を
初
披
露
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
併
せ
て
春
か
ら
撮
り
た

め
て
い
た
映
像
を
編
集
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
も
初
披
露
。
ラ
イ
ブ

は
、
開
場
と
同
時
に
大
勢
の
学
生
や

教
職
員
、
一
般
の
方
々
で
会
場
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
終
演
ま
で
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
ゼ
ミ
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
、モ
ン
ゴ
ル
文
化
フ
ェ
ス
タ
、

茶
道
部
茶
会
、
書
道
・
文
芸
部
展
示

会
、
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

卓
球
体
験
、
青
年
海
外
協
力
隊
説
明

会
、
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
な
ど
各

教
室
や
フ
ロ
ア
で
開
催
さ
れ
、
お
客

様
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
亘
っ
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
、
模
擬
店
、
展
示
室
な
ど
に
大
勢

の
お
客
様
（
１
２
０
０
名
程
）
か
ら

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
今
年
来
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
、

来
年
こ
そ
は
是
非
ご
来
場
く
だ
さ

い
！

カレッジソング発表ライブ（松井まさみちさん＝中央、他）

私の主張発表者 １年 アッボス君（ウズベキスタン）

（左より）コーディネーターの梅澤精教授、
シンポジストの渡辺三四一氏、田辺喜彬氏、徳間正一氏

徳間正一氏の報告の様子

父母の会文化講演会（講師 横澤富士子さん）

お笑いライブ（タイムマシーン３号）

ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
も
っ
と
聞
き
た

か
っ
た
」「
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
だ
っ
た
」
な
ど
米
山
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
や
参
加
者
の
熱
心
さ
が
伺

え
る
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
柏
崎
研
究
所
は
、「
地
域

の
知
の
中
核
的
拠
点
」
の
役
割
を
担

え
る
よ
う
、
身
近
な
テ
ー
マ
を
捉
え

て
市
民
の
皆
様
と
共
に
柏
崎
の
あ
る

べ
き
姿
や
地
域
活
性
化
の
方
策
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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R E C O R D S クラブ・サークル活動

平成30年度公認部大会成績一覧表

図 書 館 だ よ り

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学科・学年） 成　績

空
手
道
部

第54回東日本大学空手
道選手権大会（５月）

男子組手団体戦
錦織　　奨（文４）、永井　怜惟（経４）、安達　拓光（経４）、
五十嵐健児（経１）、大竹　利来（経１）

1 勝 1 敗

男子形 太田龍之介（経１） 出場

女子組手団体戦 岡本　　桜（文４）、永井　砂南（経２）、笠原　萌永（経２） ベスト１６

第44回北信越学生空手
道選手権大会（５月）

男子個人組手 錦織　　奨（文４） 優勝 /37 名

女子個人組手

岡本　　桜（文４） 優勝 /7 名

永井　砂南（経２） ３位 /7 名

笠原　萌永（経２） ベスト６/7 名

男子個人形 太田龍之介（経１） 優勝 /5 名

第62回全日本学生空手
道選手権大会・東西対抗
戦（６月）

男子個人組手 錦織　　奨（文４） 出場

女子個人組手 岡本　　桜（文４）、永井　砂南（経２）、笠原　萌永（経２） 出場

男子個人形 太田龍之介（経１） 出場

第63回北信越大学空手
道選手権大会（９月）

男子組手団体戦
錦織　　奨（文４）、永井　怜惟（経４）、安達　拓光（経４）、
大竹　利来（経１）、五十嵐健児（経１）

優勝 /8 大学

女子組手団体戦 岡本　　桜（文４）、永井　砂南（経２）、笠原　萌永（経２） 優勝 /3 大学

第63回全日本大学空手
道選手権大会（インカ
レ）（１１月）

男子組手団体戦
錦織　　奨（文４）、永井　怜惟（経４）、安達　拓光（経４）、
大竹　利来（経１）、五十嵐健児（経１）

１回戦敗退

女子組手団体戦 岡本　　桜（文４）、永井　砂南（経２）、笠原　萌永（経２） ２回戦敗退

卓
球
部

平成30年度夏季北信越
学生卓球選手権大会兼第
85回全日本学生卓球選
手権大会（個人の部）北
信越地区予選（８月）

男子団体

【新潟産業大学Ｂ】　  小松　拓也（経３）、松澤　将弥（経３）、
田代　寿幸（経２）、金丸　　仁（経１）、内藤　友成（経１）、
山崎　俊介（経１）、山﨑　琉優（文１）

ベスト８/21 団体

齋藤　駿介（経４）、深沢　大晴（経３）、任　　晟     （文３）、
中島　知輝（経２）

ベスト 16/21 団体

女子団体
山岸　麻希（文４）、加藤　春菜（文４）、坂田　澪奈（文４）、
福島　朋美（経３）、笠原　如乃（文３）、山口　　優（文２）、
山田　美菜（文１）

３/8 団体

男子シングルス

齋藤　駿介（経４） 優勝 /195 名

田代　寿幸（経２） ２位 /195 名

任　　晟    （文３） ベスト８/195 名

小松　拓也（経３）、内藤　友成（経１）、山﨑　琉優（文１）、 ベスト 16/195 名

吉井　大樹（経２）、中島　知輝（経２）、小谷　龍成（経２）、
中村　翔太（経２）、油井　和貴（文４）、金丸　　仁（経１）、
原　　悠真（文３）、白井　寛之（経１）、加藤　慎治（経４）、
深沢　大晴（経３）、山崎　俊介（経１）、荻原　和希（経４）、
上野　真也（経３）、松澤　将弥（経３）

出場

女子シングルス

山岸　麻希（文４） ベスト１６/60 名

坂田　澪奈（文４）、山口　　優（文２）、福島　朋美（経３）、
笠原　如乃（文３）、吉川　　由（文２）、山田　美菜（文１）、
加藤　春菜（文４）、久我　里菜（経４）、大野真梨紗（経２）、
恩田　梨花（文１）、本間　美蘭（文１）、

出場

男子ダブルス

齋藤　駿介（経４）・深沢　大晴（経３） ２位 /94 組

小松　拓也（経３）・山崎　俊介（経１） ベスト 8/94 組

中村　翔太（経２）・内藤　友成（経１）、
金丸　　仁（経１）・山﨑　琉優（文１）、
小谷　龍成（経２）・吉井　大樹（経２）

ベスト１６/94 組

平成30年度・第85回全
日本大学総合卓球選手権
大会（10月）個人の部

男子シングルス
齋藤　駿介（経４）、小松　拓也（経３）、田代　寿幸（経２）、
内藤　友成（経１）

初戦敗退 /222 名

男子ダブルス
齋藤　駿介・深沢　大晴（経３）、
小松　拓也（経３）・山﨑　俊介（経１）

初戦敗退 /107 名

第66回秋季北信越学生
卓球選手権大会（１１
月）

男子団体
齋藤　駿介（経４）、田代寿幸（経２）、任　　晟 　（文３）、
金丸　仁（経１）、小松　拓也（経３）、中島　知輝（経２）、
吉井　大樹（経２）

３位 /12 団体

女子団体
山口　　優（文２）、福島　朋美（経３）、山田　美菜（文１）、
笠原　如乃（文３）、坂田　澪奈（経４）

４位 /８団体

男子ダブルス 中島　知輝（経２）・吉井　大樹（経２） ２位 /111 組

男子ダブルス 任　　晟　 （文３）・田代　寿幸（経２） ベスト４/111 組

男子ダブルス
齋藤　駿介（経４）・金丸　　仁（経１）、
中村　翔太（経２）・内藤　友成（経１）

ベスト８/111 組

男子ダブルス 深沢　大晴（経３）・山﨑　琉優（文１） ベスト 16/111 組

男子ダブルス

荻原　和希（経４）・上野　真也（経３）、
小松　拓也（経３）・山﨑　俊介（経１）、
松澤　将弥（経３）・小谷　龍成（経２）、
加藤　慎治（経４）・原　　悠真（文３）、
油井　和貴（文４）・白井　寛之（経１）

出場

女子ダブルス

山岸　麻希（文４）・加藤　春菜（文４）、
坂田　澪奈（文４）・笠原　如乃（文３）、
福島　朋美（経３）・山田　美菜（文１）、
山口　　優（文２）・吉川　　由（文２）、
本間　美蘭（文１）・恩田　梨花（文１）

ベスト１６/35 組

女子ダブルス 久我　里奈（経４）・大野真梨紗（経２） ２回戦敗退

男子シングルス 任　　晟      （文３）、小松　拓也（経３） ベスト８/233 名

男子シングルス 田代　寿幸（経２）、中島　知輝（経２）、内藤　友成（経１） ベスト１６/233 名

男子シングルス

齋藤　駿介（経４）、松澤　将弥（経３）、吉井　大樹（経２）、
山﨑　俊介（経１）、山﨑　琉優（文１）、荻原　和希（経４）、
小谷　龍成（経２）、原　　悠真（文３）、深沢　大晴（経３）、
金丸　　仁（経１）、加藤　慎治（経４）、油井　和貴（文４）、
上野　真也（経３）、中村　翔太（経２）、白井　寛之（経１）

出場

女子シングルス 本間　美蘭（文１）、山田　美菜（文１） ベスト１６/76 名

女子シングルス

笠原　如乃（文３）、福島　朋美（経３）、山口　　優（文２）、
加藤　春菜（文４）、久我　里奈（経４）、坂田　澪奈（文４）、
山岸　麻希（文４）、大野真梨紗（経２）、吉川　　由（文２）、
恩田　梨花（文１）

出場

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学科・学年） 成　績　

水
泳
部
・
男
子

（
水
球
部
門
）

京都選手権水泳競技大会
水球競技（６月）（オー
プン大会）

石山　真吾（経４）、北村　昇平（経４）、北澤　知大（経４）、松岡　　侑（文４）、
池本　崚一（経３）、大原　拓人（経３）、高橋　堅登（文３）、宮田　春良（文３）、
山本　　龍（文３）、渡邊　祐大（経３）、阿保　悠斗（経２）、蔭田　渉吾（経２）、
柏原　竜太（経２）、門田　拓洋（経２）、雲田　大智（経２）、高田　勇希（経２）、
西垣虎太郎（経２）、新田　一景（経２）、加藤　時也（文１）、瀧村　憲哉（経１）、
村田憲治郎（経１）

優勝 /25 団体

2018年度中部学生選手
権水泳競技大会水球競技
（７月）

池本　崚一（経３）、山本　博斗（経３）、大原　拓人（経３）、高橋　堅登（文３）、
山本　　龍（文３）、蔦　　祥帆（文３）、徐　　康源（文３）、金　　成恩（文３）、
新田　一景（経２）

優勝 /3 団体

第94回日本学生選手権
水泳競技大会水球競技
（９月）

小宗　展大（経４）、金子　将之（文４）、北澤　知大（経４）、松岡　　侑（文４）、
北村　昇平（経４）、石山　真吾（経４）、山本　博斗（経３）、山本　　龍（文３）、
高橋　堅登（文３）、蔦　　祥帆（文３）、阿保　悠斗（経２）、新田　一景（経２）、
高田　勇希（経２）、蔭田　渉吾（経２）、ブランドリー イグナティウス レガワ（経
２）

ベスト８/16 団体

第９４回日本選手権水泳
競技大会水球競技（10
月）

小宗　展大（経４）、金子　将之（文４）、北澤　知大（経４）、松岡　　侑（文４）、
北村　昇平（経４）、石山　真吾（経４）、山本　博斗（経３）、山本　　龍（文３）、
高橋　堅登（文３）、蔦祥　　帆（文３）、阿保　悠斗（経２）、新田　一景（経２）、
高田勇希（経２）、蔭田渉吾（経２）、ブランドリー イグナティウス レガワ（経２）

１回戦敗退 /8 団体

水
泳
部
・
女
子

（
水
球
部
門
）

関東学生水球リーグ戦
（５月～６月）

菊地　若菜（文３）、梅村　香穂（文３）、金子久瑠実（文３）、井上　すず（経１）、
新藤　汐砂（経１）、前野　理緒（経１）、宮川　華音（経１）

4 敗

第94回日本学生選手権
水泳競技大会水球競技（９
月）

菊地　若菜（文３）、梅村　香穂（文３）、金子久瑠実（文３）、井上　すず（経１）、
新藤　汐砂（経１）、前野　理緒（経１）、宮川　華音（経１）

１回戦敗退

第94回（2018年度）日
本選手権水泳競技大会水
球競技（10月）

※ブルボンウォーターポロ柏崎に所属し出場。
梅村　香穂（文３）、井上　すず（経１）、新藤　汐砂（経１）、前野　理緒（経１）、
宮川　華音（経１）　

４位 /８団体

サ
ッ
カ
ー
部

２０１８年度北信越学生
サッカー選手権大会兼第
４２回総理大臣杯全日本
大学サッカートーナメン
ト北信越大会（５月）

荒木　宏仁（経４）、尾崎　巨登（経４）、金子　大輝（経４）、田口　睦嗣（経４）、
田中　悠斗（経４）、道園　悠史（経４）、瀬沼　翔人（文４）、岡元　伶王（経３）、
後藤　政樹（経３）、杉村　勇樹（経３）、中村　海里（経３）、罍　　晃太（経３）、
鷲頭　一敬（経３）、伊東　郁哉（経２）、小池　泰政（経２）、鈴木　夢弦（経２）、
中田　和希（経２）、八幡　悠大（経２）、山根　誠人（経２）、天野　楓太（経１）、
森田　敦也（経１）、山家　唯人（経１）、長田　知樹（文１）

ベスト８

第46回北信越大学サッ
カーリーグ１部（４～
１０月）

１部１０位 /11 団体、
結果 2 部降格

第12回新潟県スーパー
リーグ

２勝３敗１分

2019新潟日報杯・ＮＨ
Ｋ杯・共同通信杯第24
回新潟県サッカー選手権
大会（天皇杯県代表決定
戦）（１１月）

出場
２回戦勝利

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第72回近県バスケット
ボール選手権大会（４
月）

一般女子
浅野　素花（経４）、大橋　千穂（経４）、金子　志穂（経４）、
杉谷　陽菜（経３）、田川さくら（経３）、外川惟　奈（経３）、
丸山　未来（経３）、趙　　　凝（経１）、五十嵐李菜（文１）、
藤井　伽菜（文１）、佐藤　琴音（文１）

１勝１敗

第53回笹本杯争奪北信
越大学バスケットボール
春季リーグ戦大会（５
月）

女子４部リーグ ４部２位、２勝１敗

第63回新潟日報杯大会
兼国体予選会（５月）

一般女子 １回戦敗退

第94回天皇杯・第８５
回皇后杯全日本バスケッ
トボール選手権大会新潟
県代表決定戦（７月）

一般女子 １勝１敗

第65回北陸バスケット
ボール選手権大会（９
月）

一般女子 １回戦敗退

全日本学生北信越バス
ケットボール選手権予選
会（10月）

学生女子 １回戦敗退

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第52回笹本杯争奪北信
越大学バスケットボール
春季リーグ戦大会（５
月）

男子４部リーグ

石橋　潤也（経３）、徳長　翔真（経２）、富井マウイ（経２）、
羽鳥聖虎（経２）、泉光揮（経１）、風巻 魁（経１）、北澤
航平（経１）、久住拓未（経１）、高坂 遼（経１）

４部２位

第94回天皇杯・第85回
皇后杯全日本バスケット
ボール選手権大会１次ラ
ウンド（７月）

男子 １回戦敗退

第52回北信越大学バス
ケットボール選手権大
会兼インカレ予選（10
月）

男子 １回戦敗退

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部

第９回全日本学生ライフ
セービング・プール競技
選手権大会（１月）

100m マ ネ キ ン
トゥ・ウィズフィン

伊藤大智（経３）、髙橋志穂（経４）、佐々木勝馬（経３）、
片山雄起（経２）、伊藤祐太（経２）、関悠矢（経２）

出場

200m スーパーラ
イフセーバー 出場

第31回 全日本ライフ
セービング・プール競技
選手権大会（５月）

4×25mマネキン
リレー 片山雄起（経３）・関悠矢（経３）・加藤豪（経１） ４位

第30回 全日本ライフ
セービング種目別選手権
大会（６月）

サーフスキーレース 片山雄起（経３） 出場

サーフレース 伊藤大智（経４）、関悠矢（経３）、加藤豪（経１） 出場

ボードレース
伊藤大智（経４）、片山雄起（経３）、関悠矢（経３）、伊藤
祐太（経３）

出場

第33回全日本学生ライ
フセービング選手権大会
（インカレ）（９月）

サーフスキーレース 片山雄起（経３） ６位 /90 名

第 4 4 回 全 日 本 ラ イ フ
セービング選手権大会本
選会（10月）

ボードレース男子 加藤豪（経２） ２位

レスキューチュー
ブレスキュー男子 片山雄起（経３）・関悠矢（経３）・加藤豪（経２） ７位

ボードレスキュー
男子 片山雄起（経３）・加藤豪（経２） ７位

多府県ブロック大会 全国大会（オープン戦含む） 市体育協会優秀体育人表彰該当成績　
本
学
で
は
、
こ
の
度
、
古
本
募
金
「
き
し
ゃ
ぽ
ん
」
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
皆
様
か
ら
読
み
終
え
た
本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を

ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
査
定
金
額
が
大
学
に
寄
付

さ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
古
本
募
金
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
本
学
の
教

育
・
研
究
活
動
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
、
本
の
廃
棄
が
減
り
、
必
要
な
方
へ
本
が

渡
り
ま
す
。

　
近
年
、
本
の
寄
贈
の
お
申
し
出
を
多
く
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
、
本
学
図
書
館
の
棚
に
は
余
裕
が
殆

ど
な
く
、
お
断
り
す
る
こ
と
を
大
変
心
苦
し
く
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。

　
本
の
集
荷
と
査
定
は
、
き
し
ゃ
ぽ
ん
（
運
営
：
嵯
峨
野
株

式
会
社
）
が
担
当
し
ま
す
。

　
リ
ユ
ー
ス
と
募
金
が
一
度
に
行
え
る
、
新
潟
産
業
大
学
古

本
募
金
に
つ
い
て
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す

　
本
離
れ
の
昨
今
、
本
学
で

は
、
専
門
書
は
も
ち
ろ
ん
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
自

己
啓
発
本
や
小
説
も
揃
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
季
節
や

社
会
の
話
題
に
よ
り
関
心
が

深
い
と
思
わ
れ
る
テ
ー
マ
を

中
心
と
し
た
、
展
開
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
本
を
手
に
取
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
定
期
的

に
図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
気
軽
に
図
書

館
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
レ

ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
執
筆
時

に
、
図
書
館
を
利
用
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
図
書
館
で

資
料
検
索
の
時
間
を
設
け
て

い
る
基
礎
ゼ
ミ
が
あ
り
ま

す
。
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の

授
業
の
中
で
利
用
方
法
の
説

明
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
本
を
活
用

し
て
も
ら
え
る
環
境
作
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

◆
三
十
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
右
の
股
関
節
症
。
ホ
ネ
と

ホ
ネ
の
間
の
軟
骨
が
す
り
減
る
テ
レ
ビ
や
新
聞

の
広
告
で
お
な
じ
み
の
病
だ
。
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で

な
ん
と
か
歩
け
て
い
る
が
、
困
る
の
が
①
自
分
で

右
足
の
爪
が
切
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
②
靴
下

が
は
け
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。

◆
症
状
が
進
む
と
関
節
の
可
動
域
が
狭
く
な
り
、
膝

を
外
に
開
い
て
足
を
手
前
に
引
き
寄
せ
た
り
、
膝

を
曲
げ
て
グ
ッ
と
腹
の
方
に
引
き
寄
せ
た
り
す

る
動
作
が
で
き
な
く
な
る
の
だ
。

◆
①
に
つ
い
て
は
仕
方
な
い
、
女
房
に
切
っ
て
も
ら

う
（
つ
ど
嫌
が
ら
れ
る
の
で
憎
た
ら
し
い
が
頭
が

上
が
ら
な
い
）。
し
か
し
②
は
毎
日
の
こ
と
で
あ

り
、
一
人
で
で
き
な
け
れ
ば
生
活
が
で
き
な
い
。

妙
案
は
な
い
も
の
か
と
夏
の
間
考
え
た
。
あ
っ

た
！ 

◆
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
売
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

様
の
も
の
が
付
い
た
孫
の
手
を
二
本
用
意
す
る
。

ボ
ー
ル
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
外
側
に
向
け
て
靴

下
に
入
れ
、
左
右
に
開
く
。
つ
ま
先
を
入
れ
た
ら

孫
の
手
を
少
し
ず
つ
手
前
に
引
い
て
い
く
。
こ
れ

で
一
人
で
靴
下
が
は
け
る
。
同
じ
よ
う
な
悩
み
を

持
つ
方
は
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
ほ
し
い
。

（
新
潟
産
業
大
学
教
授
）

　
学
外
の
方
も
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
来
館
の
際
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
利
用
票
に
ご
記
入

い
た
だ
き
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
ご
着
用
下
さ
い
。

◦
閲
覧
は
基
本
的
に
自
由
で
す
。

◦
蔵
書
の
貸
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
対
象 

15
歳
以
上
（
中
学
生
は
除
く
柏
崎
・
刈
羽
地

域
在
住
・
在
勤
の
方
）

◦
貸
出
冊
数　
３
冊

◦
貸
出
期
間　
２
週
間

◦
貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
図
書
館
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【平成29年度 貸出ランキング】
（一般書部門）� ※学習教材等を除く

　第 1 位　カラーコーディネーションの基礎
　第 2 位　醤油・味噌・酢はすごい
　第 3 位　サピエンス全史　上
　第 4 位　モンゴルの馬と遊牧民
　第 5 位　環境学：21 世紀の教養

（小説部門）
　第 1 位　 蜂蜜と遠雷　
　第 2 位 　コーヒーが冷めないうちに
　第 3 位　 コンビニ人間
　第 4 位　 君の膵臓をたべたい
　第 5 位　 ぼくは明日、昨日のきみとデートする　

古
本
募
金「
き
し
ゃ
ぽ
ん
」は
じ
め
ま
し
た

学
生
の
本
離
れ

対
策
へ
の
取
組
み

図
書
館
長
の
コ
ラ
ム�

片
岡
直
樹

新潟産業大学附属図書館　　　Tel　0257-24-8435　　　E-Mail：library@ada.nsu.ac.jp

一
般
の
方
も
本
学
図
書
館
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

1本100円
2本で200円

孫の手をゆっくり
手前に引っ張る。ゴ
ム製のボールなの
ですべらない。かか
とが通ればこっち
のもの。足をモゾモ
ゾ動かしながらや
るのがコツ。

新潟産業大学 古本募金サイト「きしゃぽん」
https://www2.kishapon.com/nsu/



４ 年 生 の 就 職 体 験 談
〜後輩へのメッセージ〜

平
成
30
年
度
の
就
職
内
定
状
況
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経
済
経
営
学
科
４
年　
安　
達　
拓　
光

（
㈱
ツ
ガ
ミ　
内
定
）

　
私
が
内
定
を
頂
い
た
㈱
ツ
ガ
ミ
は
、

長
岡
に
製
造
拠
点
を
持
つ
大
手
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
で
す
。
海
外
で
活
躍
で
き

る
県
内
の
製
造
業
に
絞
り
、
家
族
の
勧

め
も
あ
っ
て
同
社
を
選
び
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
始
め
た
頃
は
、
や
り
た
い

仕
事
が
明
確
に
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
説
明
会
に
参
加
し
て
も
ど
う

動
い
て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
時
に
家
族
や
友
人
に
相
談

し
、
自
己
分
析
を
進
め
る
中
で
、
よ
う

や
く
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
で
役
立
っ
た
の
は
、
空
手

道
部
で
の
活
動
を
通
し
て
身
に
つ
け
た

挨
拶
や
礼
儀
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
で
す
。
面
接
で
は
、
学
生
生
活
で

何
に
力
を
入
れ
た
の
か
を
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
く
、
部
活
動
の
経
験
は
非
常
に

役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

志
望
企
業
か
ら
内
定
を
頂
け
た
の

は
、
家
族
の
支
え
が
大
き
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
は
思
っ
た
以

上
に
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
家
族
か
ら

経
済
的
な
支
援
を
し
て
も
ら
っ
た
だ
け

で
な
く
、
父
か
ら
製
造
業
の
楽
し
さ
や

厳
し
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

精
神
的
に
も
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
は
学
生
に
と
っ
て
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
場
面
が
続

き
、
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
正
直
な
自
分
の
気
持

ち
を
聞
い
て
く
れ
る
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

文
化
経
済
学
科
４
年　
進　
藤　
真　
彩

（
㈱
サ
ン
カ　
内
定
）

　
私
が
就
職
活
動
を
意
識
し
始
め
た
の

は
、
十
一
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

合
同
説
明
会
で
企
業
の
方
か
ら
直
接
お

話
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
企
業
研
究
を
重
ね
、
実
際
の

製
品
を
確
認
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
生
活
で
の
経
験

が
生
か
せ
る
営
業
職
を
考
え
、
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
企
業
を
絞
り
ま
し
た
。

　
内
定
を
頂
い
た
㈱
サ
ン
カ
は
、
三
条

市
に
本
社
を
置
く
産
業
用
機
器
部
品
の

加
工
を
主
な
事
業
と
す
る
メ
ー
カ
ー

で
、
同
社
の
製
品
に
触
れ
、
機
能
性
や

デ
ザ
イ
ン
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
会

社
見
学
で
営
業
職
の
業
務
内
容
を
聞

き
、
工
場
の
見
学
を
し
な
が
ら
「
こ
の

製
品
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
か
ら
履
歴
書
の
添
削
や
就
職
相

談
で
何
度
も
就
職
課
へ
足
を
運
び
ま
し

た
。
些
細
な
こ
と
で
も
話
を
聞
い
て
い

た
だ
き
、
就
職
に
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
家
族
は
私
か
ら
就
職
の
話
を
す
る
ま

で
、
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
就
職

の
話
を
始
め
て
か
ら
は
、
最
後
ま
で
親

身
に
な
っ
て
多
く
の
助
言
や
提
案
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
就
職
に
対
す
る
様
々
な
不
安
を
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
の
そ

う
し
た
協
力
や
周
囲
の
励
ま
し
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

文
化
経
済
学
科
４
年　
米　
山　
優　
菜

（
柏
印
柏
崎
青
果
㈱　
内
定
）

　
本
格
的
に
就
職
活
動
を
開
始
し
た
の

は
、
三
月
の
合
同
企
業
説
明
会
か
ら
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
学
内
で
行
わ
れ

る
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
集
中
対
策
講
座
、

模
擬
試
験
や
ウ
ェ
ブ
テ
ス
ト
対
策
な

ど
、
す
べ
て
の
就
職
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
職

課
に
も
積
極
的
に
出
向
い
た
り
、
企
業

の
個
別
説
明
会
で
情
報
を
集
め
た
り
し

ま
し
た
。
私
が
企
業
選
び
の
基
準
と
し

た
の
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
柏
崎
で
の
就

職
と
な
ん
ら
か
の
形
で
食
品
に
携
わ
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
五
月
に
内
定
を
頂
い
た
柏
印
柏
崎
青

果
㈱
は
柏
崎
市
内
の
企
業
で
、
野
菜
や

青
果
、
加
工
食
品
な
ど
の
卸
売
を
し
て

い
ま
す
。

　

就
職
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
筆
記
試
験
や
面
接
の
終
了
時
に

「
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
」
と

考
え
す
ぎ
て
し
ま
い
、
常
に
自
分
に
自

信
が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
家
族
や
友
人
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
就
職
課
の
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
は
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

は
や
り
「
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
」
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

就
職
活
動
自
体
は
、
自
分
が
努
力
で
き

る
範
囲
で
精
一
杯
や
り
、
後
悔
し
な
い

就
職
活
動
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

キ ャ リ ア サ ポ ー ト

6
年
連
続
就
職
率
１
０
０
％

を
達
成
し
ま
し
た

　

２
０
１
７
卒
以
降
、
学
生
側

の
「
売
り
手
市
場
」
と
も
言
わ

れ
、
就
活
生
に
と
っ
て
有
利
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
企

業
側
で
は
労
働
人
口
の
減
少
と
い

う
背
景
も
あ
り
、
就
活
生
の
早
期

囲
い
込
み
に
動
い
て
い
る
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業

側
は
少
し
で
も
意
欲
の
あ
る
学

生
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
学
生
は
早
期
の
自
己
分
析
や

業
界
・
企
業
研
究
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
学

で
は
、
そ
う
し
た
学
生
の
就
職
に

対
す
る
取
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

多
彩
な
就
職
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

き
め
細
か
い
就
職
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
12
月

中
に
就
職
率
１
０
０
％
（
6
年
連

続
）
を
達
成
し
ま
し
た
。
年
内
で

の
１
０
０
％
達
成
は
初
の
快
挙
で

あ
り
、
個
々
の
学
生
の
就
職
に
対

す
る
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ご
家
族
や
地
域
の
事
業
所
の
皆
さ

ま
、
関
係
教
職
員
の
方
々
か
ら
多

大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
結
果
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

経　済　学　部
男 子 女 子 計

今　
　
年　
　
度

就職内定率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

就職内定者数 60 20 80

上場企業内定率（％） 5.2% 0.0% 3.8%

上場企業内定者数 3 0 3

内定者数（自営公務除く） 58 20 78

就職希望率（％） 96.8% 90.9% 95.2%

就職希望者数 60 20 80

卒業者数 62 22 84

前　
　
年　
　
度

就職内定率（％） 95.1% 100.0% 96.5%

就職内定者数 39 16 55

上場企業内定率（％） 27.8% 18.8% 25.0%

上場企業内定者数 10 3 13

内定者数（自営公務除く） 36 16 52

就職希望率（％） 87.2% 94.1% 89.1%

就職希望者数 41 16 57

卒業者数 47 17 64

注：外国人留学生・社会人を除く
　　就職内定率 (％）＝就職内定者数÷就職希望者数
　　就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業者数
　　上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷ { 全内定者数－
　　公務員合格者数＋個人経営家業内定者数）}	

本学の就職内定状況 （平成30年12月末現在） 主な就職内定先 （平成30年12月末時点）

業  種 内　定　先　企　業　名  

建 設 業 高田産業（有）、成真㈱、㈱ナンバ、㈱マルニコーポレー
ション、㈱山産㈱湯沢重機建設、㈱レックス

製 造 業
㈲石倉製麺所、㈱酒井鉄工所、㈱サンカ、新貝工
業㈱、㈱ツガミ、㈱テック長沢、バンブートライ㈱、
藤村ヒューム管㈱、丸井産業㈱、㈱山浦製作、㈱
吉村鉄工所㈱、リケン

電 気・ ガ ス 業 蒲原ガス㈱
情 報 通 信 業 トーテックアメニティ㈱、㈱ビット・エー、㈱ロココ
運 輸・ 郵 便 業 諏訪倉庫㈱、新潟運輸㈱

卸 売 業
柏印柏崎青果㈱、金井度量衡㈱、㈱カミール、コ
ニカミノルタＮＣ㈱、トヨタ部品新潟共販㈱、日本
キャタピラー合、㈱平井、源川医科器械㈱、渡辺
パイプ㈱

小 売 業

アークランドサカモト㈱、㈱ NS ホールディングス、
㈱古城モータース、㈱スポットダイレックス㈱、㈱
ツルヤ、新潟日産モーター㈱、㈱ハードオフコーポ
レーション、㈱フォーラムムラタ、㈱マエカワ、㈱綿
半ホームエイド

金 融・ 保 険 業 新井信用金庫、全国共済農業協同組合連合会新潟
県本部、㈱龍崎

不動産業、物品賃貸業 ㈱アクティオ、㈱ MDI
宿泊業・飲食サービス業 ㈱船栄、㈱ホテル清風苑
教育・学習支援業 幼児教育研究会

医 療・ 福 祉 （福）柏崎刈羽福祉事業協会、グリーンライフ東日本㈱、
（福）中越老人福祉協会、㈱デイケアセンター

複合サービス業 柏崎農業協同組合

その 他 のサービ ス業
㈱イカイ、㈱エイジェック、関越ソフトウェア㈱、新
富観光サービス㈱、東京レコードマネジメント㈱、
新潟綜合警備保障㈱、ビューティ MORE

地 方 公 務 京都市交通局

▲就職活動集中対策講座（12 月） ▲企業研究セミナー（２月）

▼就職活動集中対策講座（12 月） ▼企業研究セミナー（２月）
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地 域 と の つ な が り

ま
ち
研
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

＠
商
店
街
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
（
土
）、
本
学
と
新
潟
工

科
大
学
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
「
ま
ち
研
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＠
商
店

街
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
今
年
で
4
年
目
を
迎
え
、
小
学
生
に

地
元
商
店
街
を
理
解
し
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
約
50

人
が
3
人
一
組
に
分
か
れ
、
大
学
生
ス

タ
ッ
フ
（
約
50
人
）
と
一
緒
に
39
か
所

の
商
店
や
寺
院
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
回
り
、
商
店
や
柏
崎
に
ち
な
ん

だ
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
ス
タ
ン
プ
を

集
め
ま
し
た
。
お
店
の
方
に
は
子
供
た

ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
2
時
間
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
終
了
後
は
豚
汁
や
お
菓
子
が
振

る
舞
わ
れ
、
採
点
の
結
果
上
位
5
チ
ー

ム
に
は
柏
崎
市
の
銘
菓
や
商
店
街
で
使

え
る
地
域
通
貨
「
風
輪
通
貨
」
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
に
は
4
度
目
、

3
度
目
の
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ
、
地

域
の
恒
例
行
事
と
し
て
小
学
生
た
ち
に

定
着
し
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

柏
崎
市
と
刈
羽
村
の
Ｐ
Ｒ
動
画

を
作
成
し
ま
し
た

　
ま
ち
か
ど
研
究
室
と
柏
崎
リ
ー
ダ
ー

塾
Ｃ
チ
ー
ム
の
共
同
事
業
と
し
て
、柏

崎
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
の
名
は
」編
は
、じ
ょ
ん
の
び
村

や
恋
人
岬
と
い
う
名
所
を
訪
れ
た
は

ず
な
の
に
何
か
お
か
し
い
!?
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
え
ち
ゴ

ン
が
鍵
を
握
り
ま
す
。「Let’s 

検
索
！

柏
崎
」編
は
、大
学
生
目
線
で
市
内
の
注

目
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。両
方
と
もYou 

Tube

で「
み
し
て
か
し
わ
ざ
き
」で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
方
、刈
羽
村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、観
光

Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ
っ
て
村
内
外
の
人
々
が

刈
羽
村
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
ま
た
は

再
発
見
す
る
こ
と
を
目
標
に
、短
編
ス

ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
創
造
的
な
動
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
歴
史
」「
ス
ポ
ー
ツ・文

化
」「
桃・農
産
物
」の
３
つ
を
テ
ー
マ
に

松
雲
山
荘
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

調
査
事
業

　
本
学
で
は
毎
年
柏
崎
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
「
大
学・地
域
連
携
推
進
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、　
平
成
30
年
度

は
、「
松
雲
山
荘
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
調
査

事
業
」
と
し
て
、
柏
崎
市
の
有
名
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト「
松
雲
山
荘
」を
取
り
挙
げ
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
期
の
団
体
ツ
ア
ー
誘

致
増
加
に
向
け
た
実
態
把
握
や
情
報
発

信
方
法
等
を
探
り
ま
し
た
。

　
「
団
体
ツ
ア
ー
の
実
態
調
査
」

　
春
日
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
柏
崎
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
、
松
雲
山
荘
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
に
お
け
る
国
内
団
体

ツ
ア
ー
の
来
訪
状
況
や
ツ
ア
ー
参
加
者

の
満
足
度
、
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る
た

め
、
旅
行
会
社
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
調
査
は
、
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間

の
平
成
30
年
10
月
27
日
か
ら
11
月
25
日

ま
で
の
30
日
間
で
、
平
日
は
17
時
か
ら

20
時
30
分
、
土
・
日
は
16
時
か
ら
19
時

30
分
を
調
査
時
間
と
定
め
て
、
ツ
ア
ー

バ
ス
乗
降
場
所
に
指
定
さ
れ
た
旧
柏
崎

情
報
開
発
学
院
前
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
現
地
調
査
に
先

立
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
事
項
の
検
討

や
市
担
当
課
と
の
協
議
、
調
査
態
勢
の

構
築
な
ど
を
進
め
て
、
本
番
に
臨
み
ま

し
た
。

　
団
体
ツ
ア
ー
バ
ス
の
来
訪
数
は
、
当

初
の
予
想
を
上
回
る
１
０
２
台
と
な

り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
一
晩
で
14
台
に
達

し
ま
し
た
。

　
今
後
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
結
果
や
聞
き
取
り
の
内
容
を
基

に
分
析
・
検
討
を
行
い
、
団
体
ツ
ア
ー

の
更
な
る
誘
致
や
波
及
効
果
の
拡
大
に

向
け
て
、
情
報
発
信
の
あ
り
方
や
受
入

体
制
の
方
向
性
な
ど
探
っ
て
参
り
ま

す
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
可
能
性
調
査
」

　
詹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
外
国
人
観
光
客
を
柏
崎
に
誘
致
す

る
た
め
、
新
潟
県
内
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

扱
っ
て
い
る
旅
行
代
理
店
数
社
を
招
聘

し
、
11
月
10
日
～
11
日
に
一
泊
二
日
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

詹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
春
学
期
か
ら
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ツ
ア
ー
で
は
、

複
数
の
旅
行
代
理
店
の
担
当
者
を
招

き
、
松
雲
山
荘
・
木
村
茶
道
美
術
館
、

さ
ら
に
は
柏
崎
市
立
博
物
館
・
酒
造
見

学
（
原
酒
造
）・
秋
幸
苑
（
飯
塚
邸
）・

恋
人
岬
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
・

ド
ナ
ル
ド
キ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

た
、柏
崎
を
代
表
す
る
観
光
地
を
巡
り
、

あ
ら
た
め
て
地
域
の
す
ば
ら
し
い
財
産

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
に
は
ど

の
よ
う
な
仕
掛
け
が
必
要
か
検
討
し
ま

地
域
連
携
情
報
発
信
テ
ラ
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
本
学
本
館
１
階
ロ
ビ
ー
の
一
角
に
地

域
連
携
情
報
発
信
テ
ラ
ス
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
平
成
30
年
度
か
ら
キ
ャ

ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙
へ
と
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
旧
喫
煙
室
の
有
効
活
用
と

し
て
新
設
し
た
も
の
で
す
。
今
ま
で
は

地
域
連
携
活
動
に
関
わ
っ
た
一
部
学

生
・
教
職
員
し
か
知
ら
な
か
っ
た
活
動

を
広
く
学
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
テ
ラ
ス
内
外

で
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
担
当

教
職
員
の
紹
介
、
学
生
た
ち
の
地
域
連

携
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
の
掲
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
地
域
に
学
び
、
地
域
を
お
こ
す
」

を
テ
ー
マ
に
学
生
た
ち
は
様
々
な
地
域

連
携
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

I N F O R A M A T I O N

 

ス
リ
ー
ブ
ル
ー
奨
学
金
の
お
知
ら
せ

　
２
０
１
９
年
度
入
学
者
か
ら
返
済
不
要
の
新
し
い
奨
学
制
度
「
ス
リ
ー
ブ

ル
ー
奨
学
金
」
が
始
ま
り
ま
す
。
命
名
の
由
来
は
本
学
の
校
章
で
す
。
校
章

はstudy(

勉
学)

、society(

地
域
社
会)
、Service(

貢
献)

の
３
つ
の

Ｓ
が
一
つ
に
な
り
、
新
た
な
波
動
を
生
む
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
表
す
と
と
も
に
、

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
「
青
」
は
海
や
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
未
来
へ
の
広
が
り
を

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
に
採
用
さ
れ
る
と
、
国
公
立
大
学
並
み
の
学

費
で
経
済
的
負
担
を
大
幅
に
軽
減
出
来
ま
す
。
申
請
資
格
は
、
主
た
る
家
計

支
持
者
の
年
収
が
給
与
所
得
者
は
８
４
１
万
円
以
下
、
給
与
所
得
者
以
外
は

３
５
５
万
円
以
下
で
す
。
本
学
は
こ
の
「
ス
リ
ー
ブ
ル
ー
奨
学
金
」
で
、
よ

り
多
く
の
学
生
に
経
済
的
支
援
を
行
い
「
地
域
に
学
び
、
地
域
を
お
こ
す
」

未
来
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

出
張
講
義
の
ご
案
内

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
本
学
教
員
が
高
等
学
校
に
出
向
い
て
講
義
を
行
う

「
出
張
講
義
」
に
積
極
的
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
専
門
分
野
を
高

校
生
向
け
に
分
か
り
や
す
く
講
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
の
「
学
び
」
を

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
学
進
学
の
意
識
付
け
と
し
て
、
ま
た
進
路
選
択
の
一
環
と
し
て
、
幅
広

く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
出
張
講
義
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

�

☎
０
１
２
０
ー
７
８
７
ー
１
２
４
（
入
試
・
広
報
課
直
通
）

　
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お店のクイズに答えます刈羽村で撮影中

バスツアー添乗アンケート各種資料と展示

紅葉の名所　松雲山荘 柏崎市立博物館

できるだけ多くの商店を訪問じょんのび村で出演者と一緒に

し
た
。
同
行
し
た
旅
行
代
理
店
の
方
々

か
ら
は
大
変
好
評
で
、
柏
崎
の
知
ら
な

か
っ
た
魅
力
を
発
見
で
き
て
良
か
っ

た
、
さ
ら
に
積
極
的
な
情
報
発
信
で
魅

力
の
周
知
を
図
っ
た
方
が
良
い
な
ど
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
こ
の
ツ
ア
ー
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
地
域
の
魅
力
向
上
に
努
め
ら
れ
る

よ
う
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

制
作
中
。年
度
末
に
は
完
成
し
公
開
予

定
で
す
。

　
な
お
、
本
動
画
は
3
月
13
、
14
日
に

大
阪
工
業
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

「
日
本
国
際
観
光
映
画
祭
」
に
出
品
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
の
観
光
映
画
祭
と

の
連
携
企
画
で
、
日
本
部
門
で
は
観
光

誘
客
や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
等
を
目
的
と

し
た
全
国
自
治
体
Ｃ
Ｍ
や
Ｐ
Ｒ
動
画
が

一堂
に
会
し
ま
す
。



SEIGAIHA
入試区分

出願期間

試験日

合格発表

試験会場

自己推薦
（後期）

一般前期日程
（2科目方式）

センター利用
（第１期） 

センター利用
（第２期） 

センター利用
（第３期） 

AO
（第３期） 

一般後期日程
（2科目方式）

2019.1/7㈪～1/28㈪ 2019.1/7㈪～2/1㈮ 2019.3/1㈮～3/7㈭ 2019.2/4㈪～2/15㈮ 2019.3/1㈮～3/8㈮（エントリー受付期間）2018.10/15㈪～2019.3/8㈮
（最終面接） 
個別に通知 2019.2/3㈰ 2019.3/12㈫

2019.2/8㈮ 2019.3/15㈮ 2019.2/22㈮ 2019.3/15㈮

柏　崎 柏崎・新潟 柏崎・新潟 最終面接は柏崎

個別に通知

本学公式カレッジソング「Ｎ.Ｓ.Ｕ」が完成しました。
この歌は、本学の卒業生でプロのシンガーソングライター、松井まさみちさんの発案に
よる制作で、10月の学園祭で初披露しました。今後、色々な場面でこのカレッジソン
グを広めていきたいと思います。
なお、ミュージックビデオも公開しています。本学の教員が英語、中国語、台湾語、モ
ンゴル語、韓国語に訳した字幕も付いています。ぜひご覧ください。
https://youtu.be/xFc-WDC73Og

表紙の写真「カレッジソングのミュージックビデオの1コマ」

2019年度入試日程概要（各学科共通）

学事日程（2019年1月～6月）

入試の詳細・大学院経済学研究科の入試については、2019入学試験要項でご確認ください。

2018年度 2019年度（予定）
月 日 日月

7日(月)
22日(火)～24日(木)
29日(火)～2/4日(月)
5日(火)～6日(水)
8日(金)・12日（火）
25日(月)
1日(金)
7日(木)
16日(土)

1月

2 月

3月

4月

5月

6月

授業開始
補講日
秋学期定期試験
試験予備日
追試験
卒業者発表・成績表配付
再試験
再試験による卒業者発表
卒業式

入学式
ガイダンス・健康診断
春学期授業開始
履修登録期間
新入生学外合宿研修
履修届カード受付開始

創立記念日
個別面談・父母の会総会(予定)

2日(火)
3日(水)～ 4日(木)
5日(金)
5日(金)～12日(金)
5日(金)～ 6日(土)
10日(水)PM

　

2日(日)
8日(土)

行　　　事　　　等 行　　　事　　　等

青海波 ）はいがいせ（ 
雅楽の舞人の装束に用いられた波形文様で、同心円状の波を前後左右交互に重ねた幾何学的な文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

●発　行　日／ 2019年 2 月
●編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川 4730 番地　
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

新潟産業大学基金　ご支援のお願い
　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実･発展を図るため、広くご寄付をお願いしております。いただきましたご寄付は、｢地域社会や企業を主体的
に支える人材の育成｣という本学の教育理念の達成のために活用させていただきます。
何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。 　　　　　　(担当窓口　新潟産業大学 総務課　Tel.0257-24-6655　Mail:soumu@ada.nsu.ac.jp)
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